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ロードマスター適用範囲 

中規模 

ビジネス 

小規模 

ビジネス 

 

多くのメーカから製品が提供 

されており、多様なシステムで多数
の導入実績あります 

 

低価格な製品が数社から提供され
ていますが、機能が限定されており、
将来のシステム拡張に不安があり
ます。 

ロードバランサー（負荷分散装置）はネットワークトラフィックを複数のサーバに振り分けること
で、サーバの負荷を分散し、サービスの応答時間を最適にすると同時にサービスの可用性も
向上します。ロードバランサーはネットワーク機器の必需品として幅広く導入が進んでいます。 

高機能、高価格 

制限された機能、低価格 

ロードマスターは 

エンタープライズ 

からスモールビジネス 

までをカバーしたコスト
フォーマンス 

に優れたロー ドバラン
サーです。 

高機能、低価格 
大規模 

ビジネス 
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あらゆる規模のビジネス向けロードバランサーのベストソリューション 



ロードマスター製品特徴 

高機能負荷分散機能をサポート 
 ・レイヤー４＆７での高速な負荷分散処理 
 ・多彩な負荷分散方式のサポート 
 ・多彩なセッション維持方式のサポート 

高い可用性の実現  
 ・フラッシュディスク採用 
 ・全モデルHA構成をサポート 

全モデルSSLアクセラレーション機能を搭載 

アプリケーションの最適化機能をサポート  
 ・ＨＴＴＰネットワークパケットの圧縮 
 ・Ｗｅｂコンテンツのキャッシュ 

Webインターフェスによる簡単な設置  
IPｖ６／IPｖ４をサポート  
日本全国をカバーしたサポート体制  
小規模のネットワークでも導入可能な価格設定   
 

高性能、高機能、高品質＆低価格を実現したロードバランサー 
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L7スループット：1.5Gbps 

SSL TPS: 2,000 

L7スループット：2.9Gbps 

SSL TPS: 5,000 

L7スループット：920Mbps 

SSL TPS: 200 

LoadMaster-2200 

LoadMaster-2600 

LoadMaster-3600 

LoadMaster-5300 バーチャルＬｏａｄＭａｓｔｅｒ 

L7スループット： 環境に依存 

SSL TPS: 1,000 

L7スループット： 100Mbps 

SSL TPS: 100 

L7スループット：8.8Gbps 

SSL TPS: 9,300 
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ロードマスター製品ラインナップ（サーバロードバランサー） 



１アーム構成 ２アーム構成 

同じ論理ネットワーク上にロードマスターとサーバを設置しま
す。既存のネットワーク環境を変更しないでロードマスターの
設定が可能です。 

別々の論理ネットワークにロードマスターとサーバを設置
します。ＮＡＴベーストポロジーとも呼ばれます。 

バーチャルサービス（クラスター） 
 ・バーチャルＩＰアドレスとポートの組合せで定義 
 ・２５６個のバーチャルサービスを定義可能 

クライアント クライアント リアルサーバ 

リアルサーバ 

リアルサーバ 
 ・実際に処理を行うサーバ 
 ・１０００台までのリアルサーバを定義可能 

Ｅｔｈ０ 

Ｅｔｈ０ 

Ｅｔｈ１ 

バーチャルサービス 

にアクセス 

バーチャルサービス 

にアクセス 

リアルサーバ 

  にアクセス 

リアルサーバ 

にアクセス 
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ロードマスター設置の基本的構成 



クライアント 

ロードマスター ストレージ サーバ 

クライアンからの要求のみ処理 

クライアント クライアント 

ダイレクトサーバリターン 

サーバからの返信データをロード
マスターを介さずに直接、クライア
ンに送信しますので、応答が速く
なります。 
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主要機能 

     DSR(ダイレクトサーバリターン）をサポート 



ＨＡ構成 

Ａｃｔｉｖｅ，ＳｔａｎｄｂｙのＨＡ構成を全モ
デルでサポートしています。 
 

設定情報の同期 
 Ａｃｔｉｖｅ側で設定された情報は、全 

 てＳｔａｎｄｂｙ側に自動的に転送され 

 ます。 

 

セッション情報の同期 
 パーシステンシー項目に指定 

 された情報をＳｔａｎｄｂｙ側に自 

 動的に転送することで、フェイ 

 ルオーバが発生してもセッ 

 ションは維持されます。 

 

フェイルオーバー時の通知 
 フェイルオーバーが発生した場合、 

 速やかにメールなどで管理者 

 へ通知します。 

Ａｃｔｉｖｅ側がＳｔａｎｄｂｙ側にフェ
イルオーバーしても、セッション
を維持し、パケットをサーバに
転送 

Active Standby 

インターネット 

ロードマスター 

アプリケーション 

サーバ 

クライアント 

  A             B               C 
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主要機能 

     HA(ハイ・アベィラビリティー）構成 



インターネット 

ロードマスター 

アプリケーション 

サーバ 

ネットワークポートやケーブルに故障
が発生した時でも、他の経路を経由し
て通信を継続 

クライアント 

SW0 SW1 

ISL 

ボンデング 

ボンディング 
NICをボンデングすることでネット
ワークの冗長化、通信帯域幅の拡
張ができます。 
 

 

スイッチ・フォールト・トレランス 

  NICをアクティブとスタンバイに 
  設定し、アクティブ側のNICで通信 
  が出来ない状態になった場合、 
  スタンバイ側のNICが通信を引き 
  継ぎます。 

 

 
リンク・アグリゲーション 

  複数のNICがネットワーク機器と 
  の通信を行いますので、複数の 
  リンクを使用することで、全体とし 
  て帯域幅を拡大します。 

A           B         C          D 
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主要機能 

     インタフェースボンディング（802.1AX／802.3) 
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主要機能 

     Webユーザインターフェイスによる簡単な設定 



お客様に安心してLoadMasterを利用して頂けますように、日本全国をカバーした２４時間ｘ３６５日のサポート体制を整えており
ます。また、お客様の様々なご要望に対応できるようにプロフェッショナル・サービスも提供しております。 

設定方法が 
分からない 

お客様 

OPENスクエアサポートセンター 

KEMP Technologies サポート担当 

グループ会社 サポート委託会社 

日本全国をカバーしたサポート体制 

障害発生 

新バージョンの 
へ更新したい 故障かな？ 

代替機送付、または 
       オンサイト対応 

サポートWebサイトから 
     新バージョンのダウンロード 

電話、メールによる 
         問合せ 
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サポートサービス体制 



海外 2500社導入 

ジョージタウン大学、 

Athadasca大学、 

Infinite Campus、 

Iona大学、 

ロスアンジェルスカレッジ、 

CAL大学、 

ニューメキシコ大学、 

ストーニーブルックNY州大学、 

JP Morgan Chase Vastera, Inc. 

US Department of State 

US海岸警備隊、 

Ambassadors Internationa 

Austin銀行 

Noris Network （ISP) 

Olimpus Winter、 

FMOL Health System 

Cｈoice Hotels International 

CompuOne Corporation 

Ericsson Nicola 

Cheetahmail 

MP3 Tunes  （音楽配信サービス） 

米国カリフォルニア州 ロスアンジェルス市 

                          他 

国内導入事例 
 日本国内でも多くのお客様にご利用頂いております。 
 以下にロードマスターが導入されているシステム概要を記載します。 
 

Ｗｅｂサイト 
     国内最大の車のポータルサイト 
ASPサイト 

  グループウェア、介護、自閉症対応などのサービスを 
  提供されているサイトで利用（Alteonからのリプレイス） 

社内基幹システム 
  基幹システム停止による業務停止対策として、アプリケーション

サーバの可用性向上に利用 
社内情報系サービス 

 社内（約1500名）向けの情報系サービスで利用 
データセンター 

  自社サービスとして利用しているHA構成のロードバランサー 
  (Big-IP）をロードマスター（HA構成）でリプレス 

会員向けWebサイト 
  旅行会社の会員向けサービスに利用 

携帯サイト 
  Ｅｚｗｅｂ（ＫＤＤＩのauサービス）サイトで利用 

メール配信サービス 
  高速メール配信サービスでＳＭＴＰサーバの負荷分散に利用 

自治体 
  首都圏の自治体のサービスでSSLアクセラレータとして利用 

ゲーム会社（SNSサービスで使用）                      
                           
        

                                    他多数 
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ロードマスター導入企業 



KEMPテクノロジー紹介 

社名： ＫＥＭＰテクノロジー社 （http://www.kemptechnologies.com/） 
 

本社： 米国 New York Yaphank 

セールス拠点： 
  米国ニュージャージー市、ワシントンDC、シアトル市、ニューヨーク市、ドイツ国フランクフルト市 

会社概要： 
                 KEMP Technologies,Inc.は、２０００年から低コスト/高性能のアプリケーション・デリバリーの 
                 最適化ならびにサーバ負荷分散装置分野のリーディング・カンパニーであり、世界に向けて 
                 優れた製品を提供し続けている企業です。 
   

沿革： 
2000年 会社設立 
2003年12月 ：オーストリア国ビエナ市のBrain Force Holding社（BFH）とロードバランサーのソフトOEM提供                     

                           契約締結、同時にジョイントソフト開発契約も締結 
2004年1月 ：ロードマスターの第一号機をリリース 
2005年9月 ：BFHよりロードマスターのソフトを買取り 
2006年1月 ：レイヤー４＆７対応、低消費電力のロードマスター１５００をリリース 
2007年1月 ：米国、ヨーロッパにおいてリセラーチャンネルのセールス開始 

2008年8月 ：日本でOPENスクエアが販売開始 
2010年3月 ：Vｉｒｔｕａｌ LoadMasterのリリース 
2010年4月 ：GEO-LMのリリース 
2011年1月 ：LM-2600,LM-3600をリリース 
2011年2月 ：MS ExchangeServer2010の認定試験に合格 
2011年4月 ：LoadMaster Exchangeをリリース 
2011年7月 ：2010 Communications Solutions Product of the Year Award受賞 
2012年1月        ：VCからの投資、Ray Downesが新CEOに就任 
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